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エクス・マルセイユ大学             短期留学プログラムⅠ・Ⅱ（４単位）
 

研修先 

Aix-Marseille University 

（フランス エクス・アン・プロヴァンス） 

http://www.univ-cezanne.fr  

 

現地研修実施期間 2019年 8月 19日(月)～9月 6日(金) 
※Placement test(Online)を 渡

仏前に実施予定。 

現地集合・解散日程 
集合日：2019年 8月 16日(金) 

解散日：2019年 9月 7日(土) 
現地集合/現地解散 

プログラム 

エクス・マルセイユ大学語学院 SUFLEでの夏季フランス語講座 

3週間の語学研修 

SUFLE： http://sufle.univ-amu.fr/ 

プログラム期間中の週末に日帰

り遠足あり 

(料金別途・原則、全員参加) 

滞在先 ホームステイ 
ホームステイの場合： 

    1家族 1名～2名 

募集人員 約 20名 ※フランス語既習者に限る。  

プログラム参加者 他国からの学生との混合  

参加費用 

2019年度予定 

授業料,宿泊費：1550ユーロ 

往復渡航費・現地集合場所までの交通費： 

各自手配（約 20万円） 

往復渡航は各自手配 

引率教員 文学部 小野 潮 教授 集合日から３週間の引率 

前期授業担当 
文学部 小野 潮 教授 

文学部 ナイブ・ナタン先生 
リレー講義 

前期授業日程 月曜日 5時限 （初回授業：4月 22日（月））  

選考面接/面接控室 
2019年 4月 8日(月) 開始時間：11：00～ 

※面接時間は全学メールへ連絡します。 
集合場所：3110教室(3号館 1階) 

オリエンテーション 4月 22日（月）、6月 3日（月）、7月 15日（月）授業内  

(1)前期授業 

参加者は、前期授業週 1回、全 14回を受講します。授業内容は、各学部講義要項を確認してください。 

 前期授業期間中、申込手続き等に関するオリエンテーションを実施します。 

【参考： 学部共通科目 講義要項（抜粋）】 

担当者名 小野 潮（文・教授）、ナイブ・ナタン（文) 

概要・内容 

フランスのエクス・マルセイユ大学で実施される夏期短期語学研修の参加者の皆さんを対象に、フ

ランスの文化と社会、そして広く地中海地域の文化・社会について、都市、建築、歴史、法律、経済、

美術、文学、映画といった様々な領域での概説を行い、こうした多面的なアプローチを体系化しなが

ら、全体的なフランス像を形成していきます。 

 さらに、南フランスのプロヴァンス地方を中心に、日常生活の具体的な知識を得ることによって、

エクス・マルセイユ大学での夏期研修に参加するための実際的な準備に役立つようにします。 

 一方的な情報伝達ではなく、テーマに応じてグループ学習、ディスカッションなど、双方向の動き

のあるクラス運営にしていきます。研修中に不可欠な会話表現の習得に主眼を置きます。また、講義

では、フランス語で書かれた文献や資料などを取り上げることがあります。フランス語の文献・資料

の取扱いについては、フランス語初修者に十分配慮しますが、履修者は、独学を含め、フランス語を

学習していることが条件です。 

 

http://www.univ-cezanne.fr/
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(2)プログラム概要 

■エクス・マルセイユ大学の特色 

エクス・マルセイユ大学のあるエクス・アン・プロヴァンス(Aix-en-Provence)は、その名が示すように南フランス

のプロヴァンス地方にある、歴史の古い都市です。この地には昔から温泉が沸き、紀元前 122年にローマの執政官セ 

クスティウスが要塞を築いて、それがラテン語で Aquae sextiae、フランス語で Les eaux de Sextius（セクスティ

ウスの温泉）と呼ばれ、今日の Aixにいたっています。エクスはカエサルの治世にローマの植民地となり、その後中

世の間、プロヴァンスの中心都市として栄えました。 

1409年、プロヴァンス伯によって大学が創立され、今日のエクスの大学は 600年にも及ぶ歴史を持っています。1501

年に国王ルイ 12世がこの都市にプロヴァンス高等法院を設け、エクスはフランス王国の一部となりました。1968年 5

月の「5月革命」がもたらした大学改革によって、エクス・アン・プロヴァンス大学はマルセイユ大学と統合されてエ

クス・マルセイユ大学となり、第１から、第３までの 3 つの大学に分けられ、エクス・マルセイユ第３大学は法律・

政治、経済および理工を専門とする大学になりました。 

そして 2012年にはエクス＝マルセイユ第一・プロヴァンス大学とエクス＝マルセイユ第二・地中海大学とエクス＝マ

ルセイユ第三・ポール・セザンヌ大学が合併してエクス・マルセイユ大学が創設され、７万人の学生を擁する大規模

大学となっています。 

 

■クラス分けテスト 

渡仏前に中央大学で Placement Test(Online)を事前に実施し、現地到着後、研修先校にて面接試験を行う予定です。 

■現地研修 

【午前】 フランス語の学習（月～金曜日 9:00～13:00）※昨年度は月曜午前と金曜午後のクラスは休講となりました。 

午前中の授業は少人数のクラスで行われます。Placement Testの結果を受け、フランス語のレベルに応じて 2～4つ

のレベルのクラスに分かれ、受講者はそれぞれの学力に応じたクラスで受講できるようになっています。 

  

【午後の選択授業】 

  15 人ずつ 4 クラス程度に分かれ、書き取りや聞き取り、会話、デルフの勉強等を行います。昨年度は週に 2 回実施

されました。 

 

【ヴィズィット・ソルティ】 

  学院の教員が担当する課外授業で、出席は義務です。例年エクス市内の見学のほかに、エクス郊外のガリア寺院の遺

跡見学などを実施しており、文化を含めた歴史の知識が要求されます。＊実施内容は、変更される場合があります。 

■エクスキュルシオン（遠足） 

参加費各 25ユーロ ＊行先によって価格変更の可能性があります。 

毎週土曜日または日曜日は遠足が実施される予定です。行き先は現地プログラム開始後に発表されますが、例年、以

下のような遠足等が実施されています。行き先や参加費は変更になることがあります。 

・アルル・カマルグ（ローヌ川の下流にあり、ローマ時代の遺跡が多いアルルの探訪。フラミンゴや白馬のいるカ

マルグの湿地帯を通って、海沿いのサント・マリー・ド・ラ・メールまで行く） 

・リュベロン地方（『南仏プロヴァンスの 12か月』で有名な、典型的なフランスの美しい田舎。オークルの伝説の

村、赤土で真っ赤なルシヨンや眺望の美しいゴルドなどを廻る） 

■滞在先： 

ホームステイ：1家庭 1 名～2 名 

・家庭によっては、他国からや日本からの留学生を受け入れている場合もあります。 

・朝食は自分で用意して食べていくのが一般的、夕食は、基本的に家族と食卓を共にすることになりが、まれに家族 

が夜出かける場合もあります。また、ハウスルールやキッチンの使用方法確認などのコミュニケーション能力が 

求められます。仏語を実践的に活用することが可能になります。 

・参加学生が自由にホームステイ先を選択することはできません。 

・配置されるホームステイ先によって、大学までの距離/通学手段/通学費が異なります。 

 ステイ先によっては、通学に 1時間半近くかかる場合もあります。 
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(3)渡航に関して 

①個人旅行(集合日前・解散後)をつける場合は、最大 1 週間とし、試験や授業を優先すること。 

  個人旅行の旅程表を必ず提出してもらいます。 

 

②航空券や集合日前・後の旅行手配は、これまでのトラブル対応の実績から中大生協で手配することを推奨します。 

   

(4)参加費用  

2019年度は以下の価格を予定していますが、変更となる可能性があります。費用は 6月頃に決定する予定です。 

(2019年度予定費用) 

授業料 750ユーロ 
本学が参加費用として代理徴収し、エクス大学に一括して支払い。 

参加者が本学に振込手続をするのは、6月頃の予定。 

ホームステイ費用 800ユーロ 
本学が参加費用として代理徴収し、エクス大学に一括して支払い。 

参加者が本学に振込手続をするのは、6月頃の予定。 

証明写真費用 4ユーロ程度 
現地登録時に顔写真 3枚提出する必要がある。 

＊日本から持参することも可能 

その他の授業・ 

課外活動費用 

週末の遠足： 

25ユーロ程度/回 

※行き先によって変動 

費用は変更になる可能性あり、原則として全員参加。 

渡航費 16～25万円 
自己手配のため、予約時期、旅程、運航ルートや航空会社によって価

格は異なる。 

海外旅行傷害保険 自己負担 中央大学の指定する保険に全員加入。 

現地交通費 自己負担 列車・バス・タクシー等の移動費用。 

個人支出 自己負担 自由行動時の諸費用、電話代、洗濯代、お土産代等個人的支出。 

 

(5)現地研修終了後 

帰国後、オリエンテーションを 1回実施します。 


